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4-2 基本設計概要説明 
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５．事前評価表 
 

事業事前評価表（基本設計時） 
１．案件名 
ブルガリア共和国 東ロドピ山トラキア美術博物館センター建設計画 
 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
2000 年に発掘されたアレクサンドロヴォ古墳は、2007 年にも世界遺産に登録されると期待さ

れ、観光や研修・視察を目的とした多数の訪問客が訪れると期待されているが、古墳自体は一般

公開が出来る状況になく、現地及びその周辺にもアレクサンドロヴォ古墳やトラキア文明に関す

る情報を提供できる適切な施設がない。また、適切な保存措置が実施されてきたとは言い難く、

内部の壁画には劣化が生じている。美術的にも歴史資料としても価値が高いと考えられるため、

早急な対策が必要となっている。 
ブルガリア共和国（以下、「ブ」国）の国家経済開発計画において、観光分野発展のため文化

に根ざした観光も開発目標に掲げられている。また｢国民はブルガリアの財産である｣と題する政

策綱領の中で堅実な経済発展、ビジネス環境の改善として観光開発が項目の一つに掲げられてい

る。本プロジェクトはこれらに合致したものである。あわせて「ブ」国では、国家政策レベルで

トラキア文明を含む考古学・歴史遺産の保存のための枠組みを策定しており、本プロジェクトは

この枠組みの中で計画されたプロジェクトである。これまで整備されてきた北部・中央ブルガリ

アと異なり、アレクサンドロヴォ古墳は南部地域でのトラキア文明を特徴づける文化財として認

識されている。以上のように、本プロジェクトは国家文化財保護・観光開発政策の一環として位

置づけられている。 
以上から、アレクサンドロヴォ古墳やトラキア文明に関する情報提供と修復保存の研究促進を

目的とした博物館センターの施設及び機材の整備が必要となっている。 
 

３．プロジェクト全体計画概要 
(1)プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

調達された機材及び博物館センターを活用することにより、トラキア文明に関する修復保存研

究が促進され、同センターにおける展示、教育及び研修を通じて「ブ」国民及び周辺国民のトラ

キア文明に関する関心と理解が高まる。 
裨益対象はトラキア文明の研究者、博物館センター訪問者及びブルガリア全国民（約 776 万

人）である。 
 
(2)プロジェクト全体計画の成果 
トラキア文明文化財（古墳レプリカを含む）が展示される 
トラキア文明文化財の修復保存研究用機材が整備される 
 

(3)プロジェクト全体計画の主要活動 
 アレクサンドロヴォ古墳近辺に、博物館センターが建設される 
 博物館センターに、ハスコヴォ市近辺で発掘された出土品等の展示物が整備される 
 博物館センターに、視聴覚研修に必要な機材が調達される 
博物館センターに、視聴覚研修に必要なソフトが整備される 

 博物館センターに、修復保存研究に必要な機材が調達される 
 
 
 
 
 



 資料 - 29  

(4)投入（インプット） 
 1)日本側（＝本案件）：無償資金協力 2.91 億円 
 2)相手国側： 
  ①博物館センター職員の配置 
  ②展示品・展示案内等の展示に関するビデオ、パネル等作成 
  ③施設・機材の運営・維持管理にかかる経費：3.2 万ブルガリア・レバ 
  ④建設敷地の整地、アクセス道路の造成、博物館から古墳までの遊歩道工事 

⑤インフラ（電気・電話・水道）の延長敷設工事 
 
(5)実施体制 
 主管官庁：文化省 

実施機関：国立文化財研究所 
  
４．無償資金協力案件の内容 
(1)サイト 
 ブルガリア国南西部 ハスコヴォ県アレクサンドロヴォ村、 
 アレクサンドロヴォ古墳近辺 
 
(2)概要 

アレクサンドロヴォ古墳付近へのトラキア美術博物館センターの施設 
同センターで使用する展示・研修・保存修復研究用機材の整備 

 
(3)相手国側負担事項 
 建設敷地の整地 

アクセス道路の造成 
インフラ（電気・電話・水道）の延長敷設工事 

 
(4)概算事業費 
 概算事業費 3.06 億円（無償資金協力 2.91 億円、「ブ」国側負担 0.15 億円） 
 
(5)工期 
 詳細設計（実施設計）を含め、約 15.5 か月（予定） 
 
(6)環境面の配慮 
 「ブ」国が実施した埋蔵文化財調査によれば、プロジェクト・サイトには実施に影響する文化

財等は存在しない。万が一工事中に文化財等が発見された場合は関係各機関に報告のうえ、適

切な方策を講じる。また、工事中に文化省職員を立ち会わせる。 
 
５．外部要因リスク 
 建設工事中に、プロジェクト・サイトで埋蔵文化財等が発見される 
  
６．過去の類似案件からの教訓の活用 
特になし。 
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７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
(1)プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

ア．見学、研修 
指標 現状 計画値(※) 

博物館センターにおける 
研修・教育活動の実施回数 

0 回 24 回／年 

博物館センターへの入館者数 
 

0 人 5,000 人／年 

※ 計画値は博物館センターでの各種活動、センターへの入館動向が安定する時点での値と

し、事業実施（施設完工及び機材稼働開始後）から３年後とする。 
 

イ．研究、保存 
アレクサンドロヴォ近辺におけるトラキア文明文化財に関する修復・保存研究が 
促進される 

事業効果発現状況の定量的把握は困難なため、アレクサンドロヴォ古墳及び周辺におけ

る研究活動の状況から検討した。現在、同古墳の近辺には研究施設が存在していないが、

本計画により同古墳近辺で修復・保存研究が可能な施設が建ち、内部壁画劣化状況等の

実情に応じた適切な対策が実施できるようになる。 
 
(2)その他の成果指標 
 特になし。 
 
(3)評価のタイミング 

2012 年以降（施設完工および機材稼働開始３年後以降） 
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６．参考資料／入手資料リスト  
 

番

号 
名   称 形態

ｵﾘｼﾞﾅﾙ

・ｺﾋﾟｰ
発行機関 

発行

年 

１ Legislation and Institutions(Ministry of 
Culture) 

図書 ｺﾋﾟｰ   

２ Organization Chart of the Ministry of 
Culture 

図書 ｺﾋﾟｰ  2005

３ Regulation No. 5/14 May 1998 on the 
Disignatio  of Immovable cultural 
Monuments 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministry of 
Culture 

2001

４ List of the Exhibits- 
Haskovo Historical Museum 

図書 ｺﾋﾟｰ   

５ Alexandrovo Tomb - Section 図書 ｺﾋﾟｰ   

６ Alexandrovo Tomb - Plan 図書 ｺﾋﾟｰ   
７ Bulgarian Goblin 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ   

８ Bulgarian Diplomatic Review 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ  2005
９ Tour BG  図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ  2005

10 Haskovo 案内 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ   

11 Haskovo 案内 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ   

12 旅行案内リーフレット 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ DM Travel Ltd.  

13 ブルガリア駐在員事務所の現状 図書 ｺﾋﾟｰ 香川敬三氏 2005

14 短期滞在者用国別最新情報（ブルガリア） 図書 ｺﾋﾟｰ JICA ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ 
駐在員事務所 

2005
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７．その他の資料・情報 

 
7-1 プロジェクト・サイト現況測量結果 

 
博物館センター建設予定地測量結果 
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プロジェクト・サイト測量結果（１／２） 
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プロジェクト・サイト測量結果（２／２） 
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7-2 地質調査結果 
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